
通院は月�～�回だけですが、月～土曜日までPD外来がありますので、自分に
あった曜日に通院可能です。

経験豊富なPD専任の看護師チームが、患者さんごとに応じたきめ細やかな
指導を行います。

PD治療を開始するにあたり、当院へ入院していただきます。自宅での機器の
操作等が不安な方には、退院後自宅へ訪問し、サポートいたします。

定期的に腹膜機能検査、透析量の評価を行いますので、適正な腹膜透析処方
の微調整が可能です。

腹膜炎などの合併症を起こすこともありえますが井上病院は開院以来、���名
以上のPD患者さんを治療してきた経験がありますので適切に対応します。

など、井上病院全体でPDに取り組んでいますので困った時はいつでも対応いたします。
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大阪メトロ御堂筋線「江坂」駅南出口➇より徒歩 � 分

阪急バス「江坂駅前」停留所より徒歩 �� 分

新御堂筋（国道 ��� 号）北行き 江坂ランプを降り、
最初の信号「江の木町」を左折すぐ

バスでお越しの方へ

お車でお越しの方へ

電車でお越しの方へ

旅行・出張などで来阪された
透析患者さんの臨時透析「旅行透析」も
お受けしています。

詳細は当院ホームページをご確認下さい。

井上病院
ホームページ

お問い合わせ
��-����-���� ��-����-����F A Xお電話

ご質問・ご相談などお気軽にお問い合わせ下さい。

腹膜透析(PD)を考えてみようかなぁ、少し詳しく
話をきいてみたいと思われたら、主治医の先生に
一度、ご相談をお願いします。

患者さんへ

腹膜透析適応の絶対禁忌というのは ほとんど
ありませんので是 非、一 度 井 上 病 院 地 域 医 療
連携室へご連絡下さい。

主治医の先生へ
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APD

CAPD
患者さんの
一日（例）

患者さんの
一日（例）

バッグ交換時に
つなぐ

カテーテル

透析液

排液

日中は比較的自由

APDでの治療

PD(腹膜透析) ってどんな治療？ PDのメリット〈生活パターンに合わせた治療〉

　腹腔内に埋め込まれたカテーテルを通して透析液を腹腔内に注入します。貯留している間に
血液中の尿毒素や余分な水分が腹膜を介して透析液に移動します。これを排液し、また新たな透析液を
注入します。この操作を一日に� ～ �回行います。

　血 液 透 析と違って血 管に針を刺したり、大
がかりな機器も必要とせず、手技も簡単なので
患者さんや介護者が自宅で行えます。だから通院は
月�～�回だけです。
　ただし、自尿がなくなり腹膜透析期間が長期に
なってくると適宜、血液透析への移行の検討が
必要になります。

 PDファーストを推奨しています！ 

　以上のような理由から井上病院ではPD
ファースト(透析開始は、まずは腹膜透析)を
推奨しています。

　腹膜透析は血液透析と比べると残腎機能(自分の腎臓がはたらいて尿がでる)を保ちやすく、血液
透析で透析を開始するよりも、腹膜透析で透析を開始した方が少なくとも残腎機能が保たれている間は
予後が良かったとの報告もあります。
　考え方によっては、血液透析を開始する前の保存期の腎臓病治療である薬物治療、食事治療などの
延長とも言えます。血液透析を開始する前に残腎機能を保つための保存的治療の一環としてPD治療を
行うのなら心理的に少し楽かもしれません。

　透析液を交換する時間帯は、患者さん
ごとの生活スケジュールに合わせて予定を
組むことができます。寝ている間に機器を
使って自動的に透析液を交換するAPDという
方法もあります。
　通 院も月� ～ � 回 なので生 活リズムを
大きく変えずに、仕事を続けることが比較的
容易です。
　ゆっくり行う透析なので体や心臓への負
担が少ない、カリウムなどの食事制限も血
液透析と比べると緩やかというメリットも
あります。

 高齢患者さんにこそPDがおすすめ！〈訪問看護・訪問診療でサポート〉

 　井上病院では通院困難な高齢患者さんへのサポートとして
腹膜透析担当の看護師・医師が訪問看護・診療も行っています。
　また、介護者が旅行等で不在になる場合は、レスパイト入院
していただくことも可能です。
　このように高齢者でも腹膜透析治療を行いやすいように、また
できるだけ介護者の負担が減るような取り組みを井上病院では
行っています。

　通院回数が少ないこと、体や心臓への負担が少ないことから高齢の患者さんにこそ優しい透析です。
（一方、血液透析では高齢患者さんの場合、透析中の血圧低下や頻回の通院のためにかえって体力を

おとしてしまうケースもあります）　

腹膜透析(PD)という選択肢もあります、検討してみない手はありません！！
若い方にも、高齢の方にも合わせた治療が可能で、その人らしさを大切にする愛すべき治療です。 

血液透析だけではなく、是非一度腹膜透析(PD)という選択肢も御検討ください。絶対PDは無理というケースは
意外と少ないです。

※腹膜透析は英語ではPeritoneal DialysisというのでPDと
略して呼ばれたり、CAPDと呼ばれたりもします。
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